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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有

連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有

四半期財務・業績の概況は平成16年3月期第3四半期から開示しております。

（１）経営成績（連結）の進捗状況 (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

( － ) ( － ) ( － )

(注)経常収益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期（前期）増減率を示す。

（２）財政状態（連結）の変動状況

％

（３）平成１７年３月期の連結業績予想(平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日)

連結、個別ともに平成16年11月22日発表の業績予想から変更はございません。

中間連結会計期間(平成16年4月1日～平成16年9月30日)から「固定資産の減損に係る会計
基準の設定に関する意見書」及び「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」を適用し
ております。
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（コード番号８３２６　東証第一部、大証第一部、福証）

（TEL092-723-2622）

２．平成１７年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日）

（１）

（２）

内容については、後記「四半期財務情報作成のための基本となる事項」をご参照くださ
い。

（３）

問合せ先責任者

代 表 者

  持分法(新規)  1社 前田証券株式会社

１７年３月期第３四半期

１６年３月期第３四半期

37,173

121,295

(0.9)

百万円

122,350

％

経常収益

（参考）１６年３月期 161,785 (△1.5) 41,809

１株当たり四半期
(当期)純利益

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期)純利益

円 銭 円 銭

54

１６年３月期第３四半期 25 75 22 80

１７年３月期第３四半期 30 59 26

株主資本比率

65

総資産 株主資本

（参考）１６年３月期 31 33 27

（参考）１６年３月期 7,078,919 341,953

4.9

１６年３月期第３四半期 7,012,373 327,670 4.6

１７年３月期第３四半期 7,277,739

円 銭

565 28

１株当たり株主資本

539 78

百万円 百万円

4.8

517 27

357,982

－1－



株式会社 福岡銀行

(単位：百万円)

－

20,784 △36,22857,012

7,277,739 7,012,373 265,366

84,408 △5,542

△2,578

141,784 △4,840

１．(1)四半期連結貸借対照表

116,757

165,489

354

第3四半期末) 第3四半期末)

買入金銭債権

科　　目

2,023 185

7

－

8,344

265,366

△17,216

30,312

10

△14

34,862

資産の部合計

（負債の部）

36,319

支払承諾

70

退職給付引当金

再評価に係る繰延税金負債

680

連結調整勘定

その他の偶発損失引当金

237,182

借用金

外国為替

特定取引負債

172

4,689コールマネー及び売渡手形

譲渡性預金

その他負債

新株予約権付社債 47,396

債券貸借取引受入担保金 137,117

57,735

－

1,347

社債

57,909

資本の部合計

7,277,739 7,012,373

357,982 327,670

負債、少数株主持分及び資本の部合計

金　　額 金　　額

当四半期(A) 前年同四半期(B)

(平成17年3月期

（資産の部）

現金預け金

コールローン及び買入手形

特定取引資産

債券貸借取引支払保証金

預金

金銭の信託

有価証券

貸倒引当金

繰延税金資産

外国為替

貸出金

その他資産

動産不動産

支払承諾見返

1,568,209 1,402,720

67,989 39,984

－ 985

171,697 182,566

3,845 11,954

61,969

－ －

136,944

5,991,7526,258,062

△134,165△99,812

78,866

4,499

81,166

4,145

5,181,580 5,064,823

83,744

75,125

397 950

162

1,105 △425

△920

47,410

66,154

52 18

37,239

8 △8

34,353

21,426

△985

122,704 14,413

△21,426

266,310

△1,203

228,838

5,892

金　　額

207,691

142,779

56,755

△10,869

△8,109

△10,441

1,542

29,394

28,005

－

985

1,350,126

5,051,355

7,078,919

82,299

△101,244

3,465

74,786

143,376

35,605

6,059,381

204,275

2,642

117,093

74,088

430

1,029

261

86,590

7,078,919

341,953

△8,419

36,917 7

△646 △129 △662

58,662 58,662

38,190

82,299

6,734,886

55

（少数株主持分）

△5,54284,408

負債の部合計

78,866

6,917,549 6,682,679 234,870

資本剰余金

58,669

36,924

資本金

（資本の部）

少数株主持分 2,208

その他有価証券評価差額金

自己株式

164,462

53,162

45,539

△775

利益剰余金

土地再評価差額金

145,549

54,507 △1,345 55,900

143,367 21,095

(参考)
平成16年3月期

〔添 付 資 料〕

10,677 45,586

21,138

47,410

2,078

36,917

増　　減

(A)－(B)

72,410

(平成16年3月期

金　　額

－２－



株式会社 福岡銀行

(単位：百万円)

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

少数株主利益

1,857

－

76,146

16,599

41,809

2,631

－

33,081 28,051 5,030

13,571 11,714

19,377 16,313 3,064

132 24 108

2,005 2,130

43 2,628 △2,585

4,135

27,428 9,745

9,353 15,811 △6,458

5,613 122

54,758 57,563 △2,805

786 237 549

2,978 △693

1,887 △70

14,640 △98

法人税等調整額

20,804 19,890

－ －

85,177 93,866

4,567

851 349

93,510 △270

274

70,548 71,793 △1,245

20,657 20,383

93,240

5,169

2,285

14,542

営業経費

(うち預金利息)

役務取引等費用

特別損失

1,817

5,735

37,173

その他経常費用

経常利益　               

増　　減

(A)－(B)

1,055

－

経常収益 122,350 121,295

資金運用収益

(うち貸出金利息)

信託報酬

役務取引等収益

602

502

△8,689

(2)四半期連結損益計算書

科　　　目

金　　額 金　　額 金　　額 金　　額

(参考)
平成16年3月期

（要約）

特定取引収益 512

914

－

4,129

119,976

19,140

2

27,029

67

19,888

2,142

42,297

629

21,712

7,675

413

6,243

当四半期(A)
(平成17年3月期

第3四半期)

前年同四半期(B)
(平成16年3月期
第3四半期)

2,433

161,785

123,868

95,477

26,646

四半期(当期)純利益　　     

(うち有価証券利息配当金)

税金等調整前四半期(当期)純利益　　

法人税、住民税及び事業税

その他業務収益

その他経常収益

経常費用

特別利益

資金調達費用

その他業務費用

－３－



株式会社 福岡銀行

２．(1)四半期財務情報作成のための基本となる事項

[簡便な手続の内容]

　　(2)会計方針の変更

　当四半期から変更した重要な会計方針はありません。

　なお、中間連結会計期間から固定資産の減損会計を採用しております。

３．セグメント情報

[事業の種類別セグメント情報]

[所在地別セグメント情報]

以　　　上

　当行は、中間(連結)財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等の利
害関係者の判断を大きく誤らせない範囲で一定の簡便な手続を採用しております。

　銀行業以外に保証業、クレジットカード業等営んでおりますが、それらの事業の全セグメン
トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　全セグメントの経常収益の合計に占める本邦の割合が９０％を超えているため、所在地別セ
グメント情報の記載を省略しております。

当第3四半期における税金費用については、簡便法による税効果会計を適用しているた
め、法人税等調整額は四半期連結損益計算書「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示し
ております。

貸倒引当金につきましては、１２月末時点の債務者格付けに基づく対象残高に中間連結会
計期間(平成16年4月1日～平成16年9月30日)で使用したデフォルト率等を適用して算出して
おります。

－４－
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株式会社 福 岡 銀 行

平成16年度 第3四半期決算 説明資料

１．損益の状況 【単体】 （単位：億円）

業務粗利益

国内業務粗利益

うち資金利益

うち役務取引等利益

国際業務粗利益

うち資金利益

うち役務取引等利益

経費（除く臨時処理分）

一般貸倒引当金繰入額 ①

【580】

コア業務純益    【580】

うち不良債権処理額 ②

うち特定海外債権引当勘定繰入額 ③

（信用コスト①＋②＋③） 【120】

うち株式等関係損益

【440】

特別損益

税引前四半期純利益

 【240】
（注）１．記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。

２．コア業務純益(426億円)＝業務純益(415億円)＋一般貸倒引当金繰入額(14億円)－債券売買損益(3億円)

３．【　　】は平成16年11月22日に発表した通期予想。

△0

(118)

4

162

279

30

臨時損益等

経常利益　     　

四半期純利益　   

5

94

△48

46

28

△8

102

△80

0

8

△41

325

192

713

133

87

53

16年度第3四半期
（9ヶ月間累計）A

713

527

前年同期比
A－B

86

516

△1

△11

0

△1

945 936 9

859 849 10

△49

415 423

426

△151

72

2

業務純益　  　

14

141

2

71

133

272

7

366

△0

(66)

9

0

(△52)

15年度第3四半期
（9ヶ月間累計）B

409 17

△14

（参考）
16年3月期

1,246

1,130

947

181

116

96

2

698

△87

635

549

△223

202

△0

(114)

4

412

5

197

417

業績サマリー

515

449

0

100

200

300

400

500

600

１３年度 １４年度 １５年度 １６年度

（年度計画）
（億円）

549

コア業務純益

（第3Q実績）

409

（第３Q実績）

426
192

75

184

0

50

100

150

200

250

13年度 14年度 15年度 16年度

（億円) 四半期(当期)純利益
（年度計画)

197

（第３Q実績)
162

（第３Q実績)

271

151

366

0

100

200

300

400

500

13年度 14年度 15年度 16年度

（億円）

（第３Q実績）

（年度計画）

経常利益

412

272

（第３Q実績）

【コア業務純益】 ４２６億円
経費削減及び役務利益の増加により前年同期比＋17億円増加しております（年度予想580億円の73.4%）。

【経 常 利 益】 ３６６億円
上記に加え、信用コストの減少及びその他臨時損益の好転により前年同期比＋94億円増加しております（年度予
想440億円の83.2%）。

【四半期純利益】 １９２億円
経常利益の増加により前年同期比＋30億円増加しております（年度予想240億円の80.0%）。

【コア業務純益】 ４２６億円
経費削減及び役務利益の増加により前年同期比＋17億円増加しております（年度予想580億円の73.4%）。

【経 常 利 益】 ３６６億円
上記に加え、信用コストの減少及びその他臨時損益の好転により前年同期比＋94億円増加しております（年度予
想440億円の83.2%）。

【四半期純利益】 １９２億円
経常利益の増加により前年同期比＋30億円増加しております（年度予想240億円の80.0%）。
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２．資産・負債等の状況

（１）貸出金の状況【単体】

n 平成16年12月末の貸出金残高は、16年９月末比＋654億円増加し51,845億円となりました（年率＋2.3%）。
→ 政府向けを除くベースでは同＋1,592億円増加（年率＋5.4％）

n 法人部門では、政府向け貸出金が同△938億円減少しましたが、一般法人向け貸出金は同＋1,311億円増加しま
した（年率＋5.0%） 。

n 住宅ローンは、16年9月末比＋190億円増加の11,221億円となり、引き続き堅調に推移しております。
n 中小企業等貸出比率は16年9月末比＋0.5%上昇し67.9%になりました。

n 平成16年12月末の貸出金残高は、16年９月末比＋654億円増加し51,845億円となりました（年率＋2.3%）。
→ 政府向けを除くベースでは同＋1,592億円増加（年率＋5.4％）

n 法人部門では、政府向け貸出金が同△938億円減少しましたが、一般法人向け貸出金は同＋1,311億円増加しま
した（年率＋5.0%） 。

n 住宅ローンは、16年9月末比＋190億円増加の11,221億円となり、引き続き堅調に推移しております。
n 中小企業等貸出比率は16年9月末比＋0.5%上昇し67.9%になりました。

【貸出金期末残高】

①部門別内訳 （単位：億円）

貸出金 (2.3) (△1.0)

（除く政府向け） (5.4) (△0.1)

個人部門 (4.7) (6.8)

法人部門 (1.5) (△3.3)

一般法人 (5.0) (△3.3)

公共公社 (9.9) (5.8)

政府向け (△45.9) (△14.2)

(2.4) (△1.1)

②ローン残高 （単位：億円）

ローン残高 (5.0) (7.3)

(6.7) (9.9)

(△7.0) (△7.5)

③中小企業等貸出残高・比率 （単位：億円）

(5.0) (△1.5)

(注)特別国際金融取引勘定を除く。

(1,592) (2,690)(50,192) (47,622)

0.9%

16年9月末比

694

0.5%

33,548 418 △267

15年3月末比

66.2%

△36

190

中小企業等貸出残高

中小企業等貸出比率 67.9%

35,210

うち消費者ローン

  平成16年12月末
（年率：％）

1,445

0.9%

△48

１５年９月末比

1,551

△91

16年3月末比

1.3%

  平成15年12月末
（年率：％）

1,553

16年3月末比

51,845 1,301

16年9月末比

654

  平成16年12月末
（年率：％）

116

福岡県内貸出金 41,340

1,653 △938

38,863 538

32,325

12,982

1,311

368

20110,512

12,065

16年3月末比

410

932

  平成15年12月末
（年率：％）

△1,389

4,446

うち住宅ローン 11,221

12,666

１５年９月末比

153

502

  平成16年12月末
（年率：％）

154

16年9月末比

△243

△32440,352 516

3,056 △419

1,101868

15年3月末比

△93

△134 △1,554

15年3月末比

△21 △1,107

113

497

590

△1954,885 165 153

2,168

50,678

  平成15年12月末
（年率：％）

12,403

480

38,275

30,773

(398)

△175

447

１５年９月末比

△1,136

(△864)

32,325

31,014
30,34930,157

30,773

20,000

25,000

30,000

35,000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

一般法人向け貸出金残高推移（末残）

（億円）

11,221
11,031

10,823
10,719

10,512

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

住宅ローン残高推移（末残）

（億円）
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（２）預金の状況【単体】

n 平成16年12月末の預金残高は、個人・法人ともに流動性預金が大幅増加となり、16年9月末比＋1,713億円増
加の62,613億円となりました（年率＋4.4%）。

n ＮＣＤを含めた総資金残高も、16年9月末比＋1,577億円増加し65,095億円となりました（年率＋4.4%）。

n 平成16年12月末の預金残高は、個人・法人ともに流動性預金が大幅増加となり、16年9月末比＋1,713億円増
加の62,613億円となりました（年率＋4.4%）。

n ＮＣＤを含めた総資金残高も、16年9月末比＋1,577億円増加し65,095億円となりました（年率＋4.4%）。

【預金期末残高】
（単位：億円）

個人預金 (3.5) (3.5)

(8.3) (9.1)

(△ 1.3) （△ 1.5)

法人預金 (7.0) （△ 0.4)

(8.2) (3.6)

(2.0) （△ 13.6)

(4.4) (2.4)

(8.3) (6.9)

(△ 0.9) （△ 3.3)

（注）法人預金には、公金預金及び金融機関預金を含んでおります。

(4.9) (3.1)

(4.4) (3.0)

2,089

21,908 △69

15年3月末比

43,490 1,067 1,965

△124

15年9月末比

1,136

△272

△224

59,955 795

34,745

13,163 △141 △873

17,616

1,697

△221

56,335

428

△157

1,713

1,935

25,210

990

989

995

749

1,216

△200 △227

福岡県内預金

合　　計

固定性 3,369

59,082

62,338

流動性

総資金(預金＋ＮＣＤ) 65,095

24,987

62,613

37,627

14,247

固定性

流動性

271

21,618

1,110 688

2,469

△25

1,982

2,207

2,3161,577

流動性 23,380

固定性

△103

△80

3,302 △131

△976

1,507

△64

2,287

△104

△199

21,582

16,465

44,997 2,0871,442

     平成15年12月末
（年率：％）16年9月末比 16年3月末比

   平成16年12月末
（年率：％）

（３）資産運用商品の状況

n 資産運用商品（投資信託、個人年金保険、外貨預金、公共債）の販売も順調に推移しております。
n 平成16年12月末の資産運用商品の合計残高は16年9月末比＋534億円増加し5,461億円となりました。

また、総資金に対する割合も同＋0.6%上昇し8.4%となっております。

n 資産運用商品（投資信託、個人年金保険、外貨預金、公共債）の販売も順調に推移しております。
n 平成16年12月末の資産運用商品の合計残高は16年9月末比＋534億円増加し5,461億円となりました。

また、総資金に対する割合も同＋0.6%上昇し8.4%となっております。

【資産運用商品残高】
（単位：億円）

資産運用商品残高 (51.1)

投資信託 (33.8)

個人年金保険 (105.2)

外貨預金 (38.9)

公共債 (53.6)

（注） 生命保険商品は平成14年10月より窓口販売が解禁されました。

16年9月末比
    平成16年12月末
（年率：％）

484

511 50 139 368

993 103 358

1,909

5,461

2,049 265 646

534 1,486

117

  平成15年12月末16年3月末比

1,334

345 1,427

143

715

509

3,614

15年12月末比

1,847

482

預金・NCD残高推移（末残）

34,745 35,420 36,517 35,692 37,627

25,210 25,211 25,287 25,208
24,987

2,383 2,148 2,619 2,4823,525

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

流動性 固定性 ＮＣＤ

（億円）

62,338 62,779
65,329 63,518 65,095

資産運用商品残高推移（末残）

1,427 1,564 1658 1,792 1909

484
635 731

890
993

368
372

382

1,334

1,403
1,540

1,784

2,049

511
461

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

投資信託 個人年金保険 外貨預金 公共債

（億円）

3,614

3,975

4,927
5,461

4,311
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（4）時価のある有価証券の評価差額 【連結】

n 平成16年12月末における有価証券評価差額（含み益）は16年9月末比＋47億円増加し766億円となりました。
n 海外金利の上昇及び為替要因により外国債券の含み益は減少しましたが、堅調な株式相場と国内長期金利の低下等

により株式、国内債券の含み益は増加しており、引き続き良質なポートフォリオを維持しております。

n 平成16年12月末における有価証券評価差額（含み益）は16年9月末比＋47億円増加し766億円となりました。
n 海外金利の上昇及び為替要因により外国債券の含み益は減少しましたが、堅調な株式相場と国内長期金利の低下等

により株式、国内債券の含み益は増加しており、引き続き良質なポートフォリオを維持しております。

（単位：億円）

（注）１．上記の平成16年12月末及び平成15年12月末の「評価差額」は各月末時点の帳簿価額（償却原価法
　　　　  適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。（平成16年9・3月末と同じベースで計上）
　      ２．「有価証券」について記載しております。譲渡性預け金、買入金銭債権中のコマーシャルペーパー
               は該当ありません。
　      ３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：億円）

92

169

783

平成16年12月末

16年3月末比

20

64

△ 85

△ 1

55

15

△ 22

47 586

15年12月末比

163

65

△ 48

180

350

17

平成16年12月末

16年3月末比 15年12月末比

766

10

163

評価差額

1

6

513

90

522

25

211

その他有価証券

満期保有目的の債券

961

9,742

4,558

15,261

株式

国内債券

外国債券等

合　　計

平成15年12月末

評価差額時価 16年9月末比うち益 うち損

平成15年12月末

帳簿価額 含み損益 含み損益うち損 16年9月末比うち益

0 △ 036 0 －0 0 0

有価証券残高の推移

797 940 971 902 961

5,374 5,201

2,986
4,541

3,767
3,845

4,163

4,399
4,558

5,978 5,029

7,929

3,176 3,940

3,503

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

株式 国債・地方債 社債 外債等

13,719 13,146

14,269

15,261

（億円）

16,565

有価証券評価差額の推移

350

493 527
458

513

26
90

211

248 140 185

163

25

75
28

0

200

400

600

800

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末

株式 国内債 外債等

586

767 766
719696

（億円）
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３．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

n 平成16年12月末の「金融再生法開示債権（単体）｣は1,861億円（16年9月末比±0億円） 、総与信に占める開示
額の割合（不良債権比率）は3.51%（同△0.05%）となりました。

※ 部分直接償却を実施した場合の不良債権残高は1,634億円（16年9月末比△37億円）、不良債権比率は
3.10%（同△0.11%）となります。

n 今後年度末にかけて、現在進行中の取引先に対する経営改善支援の取組を強化し、「事業再生と不良債権処理の同
時実施」により更なる不良債権残高の圧縮を図っていく予定です。

n 平成16年12月末の「金融再生法開示債権（単体）｣は1,861億円（16年9月末比±0億円） 、総与信に占める開示
額の割合（不良債権比率）は3.51%（同△0.05%）となりました。

※ 部分直接償却を実施した場合の不良債権残高は1,634億円（16年9月末比△37億円）、不良債権比率は
3.10%（同△0.11%）となります。

n 今後年度末にかけて、現在進行中の取引先に対する経営改善支援の取組を強化し、「事業再生と不良債権処理の同
時実施」により更なる不良債権残高の圧縮を図っていく予定です。

（単位：億円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

2,514

736 13 △8

1,087

△109 845

平成15年12月末16年9月末比 16年3月末比

42 582

15年12月末比平成16年12月末

659 △69

466

△184 △428

△11655

合    計
(金融再生法ベースの開示額)

01,861

△0.39%
総与信に占める開示額の

割合(不良債権比率)
3.51% △0.05% △1.35%

△151 △653

4.86%

【参考】部分直接償却を実施した場合の状況
（単位：億円）

（注）１５年１２月末は非開示

平成16年12月末 平成15年12月末
16年9月末比 16年3月末比 15年12月末比

合    計
(金融再生法ベースの開示額) △371,634

△0.45%
総与信に占める開示額の

割合(不良債権比率)
3.10% △0.11% －

△186 －

－

－

（単位：億円）

（注）１５年１２月末は非開示

－

－

－－合    計
(金融再生法ベースの開示額)

51,908 △145

平成16年12月末

660 △68

512

平成15年12月末15年12月末比

－破産更生債権及び
これらに準ずる債権

16年9月末比 16年3月末比

47 －59

△8 －

危険債権

要管理債権 736 13

△183 －

（１）単体

（２）連結

開示不良債権残高・不良債権比率
【単体、部分直接償却前】

582
424 434 411

1087

843 848
728

845

466

659

723
744 743

736

4.86%

3.51%
3.60%3.98%3.90%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

15/12末 16/3末 16/6末 16/9末 16/12末
2%

3%

4%

5%

破産更生等債権 危険債権
要管理債権 不良債権比率

2,012 2,025
1,861 1,861

2,514

（注）１．総与信額＝貸出金＋外国為替＋未収利息＋支払承諾見返＋貸付有価証券
              +仮払金等

     ２．上記の平成16年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置
　  　　       に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー（以下、

「開示区分」という。）により分類しております。
また、各開示区分の金額は、平成16年9月末から同12月末までの倒産・

　　不渡り等の客観的な事実及び行内格付の変動等を反映させた同12月末時
　　点での当行の定める債務者格付・自己査定基準に基づく各残高を記載し

ております。
３．債務者区分との関係

　     　　○ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権
･･･ 「実質破綻先」及び「破綻先」の債権

　　     　○ 危険債権
･･･ 「破綻懸念先」の債権

　　     　○ 要管理債権
                                                                 ･･･ 要注意先のうち、債権毎の区分で「３ｶ月以上延滞債権」及び

「貸出条件緩和債権」に該当する債権
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５．デリバティブ取引【連結】

（1）金利関連取引
（単位：億円）

(注)１．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　  ２．平成１５年１２月末は単体の計数を記載しております。

1 2

344
332

1
0

1

－ － －

1

平成１５年１２月末
契約額等 時価 評価損益

0 1
3 2 3
1

0 0

時価 評価損益 時価
区
分

取
引
所

平成１６年１２月末 平成１６年９月末
契約額等 評価損益

金利先物 － －

種類

その他

契約額等

－ 291

426
2 2 429 2 2

2合計

395
430 0

店
頭

金利ｽﾜｯﾌﾟ

（2）通貨関連取引
（単位：億円）

(注)１．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　  ２．平成１５年１２月末は単体の計数を記載しております。

通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ 225 0 10 471 0 －
4 4

－ －

平成１５年１２月末

契約額等 時価 評価損益

0171

4563 3

3 0

4 4

9 7 7

459

評価損益 時価契約額等

4

5 1,151 3

区
分

平成１６年１２月末 平成１６年９月末

契約額等 評価損益
種類

時価

9合計

1,579

443 4

通貨ｽﾜｯﾌﾟ

為替予約

5
店
頭

（3）債券関連取引
（単位：億円）

(注)１．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　  ２．平成１５年１２月末は単体の計数を記載しております。

－債券先物 3 0 0－ － －

区
分

平成16年12月末 平成１６年９月末
契約額等 評価損益

種類
時価 評価損益 時価契約額等

平成１５年１２月末
契約額等 時価 評価損益

△ 0

合計 △ 0

－ －

42 0 0取
引
所

0 － － －
債券先物

オプション 25

0 00 － －

（6）その他　　　　　　　　該当ありません。

（5）商品関連取引　　　　　該当ありません。

（4）株式関連取引　　　　　該当ありません。　　　　　　　　　　　

４．連結自己資本比率

n 平成17年3月末の連結自己資本比率は、16年9月末と同水準の9.2%程度を予想しております。
n 連結TierⅠ比率については、利益の積み上げにより16年9月末比約＋0.1%上昇し6.2%程度を予想しております。

n 平成17年3月末の連結自己資本比率は、16年9月末と同水準の9.2%程度を予想しております。
n 連結TierⅠ比率については、利益の積み上げにより16年9月末比約＋0.1%上昇し6.2%程度を予想しております。

（注)１．単体自己資本比率は9.2%程度を予想しております。

　　 ２．上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

６．２％程度

国際基準を採用した場合の
連結自己資本比率 １０．４％程度 １０．３５％

平成１６年９月末
実績

９．２０％

６．１１％

連結自己資本比率

連結ＴierⅠ比率

平成１７年３月末
予想値

９．２％程度




